
制服の改定について 

                                        

１ 目的 

◎多様性に対応していく 

・一人ひとりが「自分にあったものを選べる」環境づくり 

・LGBT の生徒にも対応したジェンダーフリー制服への移行 

 ※ジェンダーレス制服･･･性差で悩むことなく、自分にあったものを選べる制服 

⇒ 制服の改定＝「トランスジェンダーのための制服」ではなく、一人ひとりが「自分にあったものを選べる」 

という環境づくりのために改定を進めていく方針。 

 ⇒ 「スラックスを選ぶ」＝トランスジェンダーではなく、スカートが嫌いな人、寒いのが苦手な人、動きや 

すさ、パンツスタイルが好きな人など、その理由は様々であり、「どのスタイルを選んでも大丈夫」という

環境づくりを整え、LGBTや多様な性に関する理解を深め、一人ひとりの生徒が安心した学校生活を送れる

ことを目的に進めていく。 

 

２ 実施時期 

令和６年４月より予定 

 

３ 組織 

制服改定検討委員会 

   〔教職員〕校長、教頭、教務主任、主幹教諭、生徒指導主事、養護教諭、各学年主任 

※拡大委員会メンバー・・・ＰＴＡ会長を含めた学校運営協議会委員７名 

 

４ 制服改定スケジュール（今後の見通し） 

時期 項目 検討内容 

令和４年１１月～ 基本方針検討期 

 

・制服改定の必要性〔※１〕 

 制服を変える必要あるのか？ 

・制服改定の詳細〔※２〕 

 男女ともブレザーにするのか？ 

 現行の制服を残し、新制服を追加の形をとるか？ 

・夏服の検討〔※３〕  夏服は必要なのか？ 

 

・制服検討委員会の設置 

・情報収集（アンケート） 

 ※対象：教職員 

令和５年１月 制服改定の決定 ・販売指定業者への連絡 

令和５年４月２５日（火） デザイン検討期 

業者決定 

（東京菅公学生服株式会社） 

制服改定検討委員会 

・素材選定・細部デザインを検討 

  ストレッチ素材の機能性と値段 

・最終サンプル総合検討 

令和５年７月～ 最終デザイン決定 修正点を連絡 

最終デザインのサンプル完成 



令和５年１０月 プロモーション期 

１０月２日（月） 

生徒･保護者に発表 

１１月１１日（土） 

PTAバザーでコーナー設置 

納品販売期（１月～） 

１月１７日（水） 

新入生説明会 

 

新制服発表（各クラスにオンラインにて校長から

説明）（保護者には学校だより・HPで説明） 

一般展示・紹介 

 

制服販売店で予約販売開始 

新入生説明会で紹介 

 


